
平成２７年

北方領土返還要求

大分県民大会

～ 四島（しま）返還 ひとりの力が 大きな力に ～

平成２７年２月４日（水）

大分オアシスタワーホテル３階 紅梅の間



平成２７年北方領土返還要求大分県民大会

と き：平成２７年２月４日（水）

ところ：大分オアシスタワーホテル

次 第

１ 開会のことば

２ 国 歌 斉 唱

３ 会 長 挨 拶

４ 来 賓 祝 辞

５ メッセージ、祝電披露

６ 決 意 表 明

７ 記 念 講 演

演 題 「プーチンの対日政策と北方領土交渉の行方

－ウクライナ危機とルーブル暴落を視野に入れて」

講 師 斎 藤 元 秀 氏
さい とう もと ひで

前杏林大学教授

８ 現地訪問報告

内 容 平成２６年度北方四島交流教育関係者・青少年訪問事業

報告者 大分県立大分豊府中学校 佐藤 尚 氏
さ とう たかし

９ 現地訪問報告

内 容 平成２６年度北方領土青少年等現地視察支援事業

報告者 大分県立大分商業高等学校
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平成２７年北方領土返還要求大分県民大会 

岸田外務大臣挨拶 

 

 
本日お越しの皆様におかれては，日頃から北方領土問題の解決に向け

た環境整備のため，様々な活動に御尽力・御協力いただき，深く感謝申

し上げます。 

 

北方領土は我が国固有の領土であり，北方領土問題は日露間の最大の

懸案事項です。一昨年４月末の安倍総理の訪露以降，一昨年１０月に私

とラヴロフ外務大臣との間で外相会談を行ったほか，昨年２月のソチ・

オリンピックの際の首脳会談を含め，日露間では着実に対話を進めてま

いりました。 

 

その後生じたウクライナをめぐる事態は，力による現状変更の試みで

あり，我が国として看過することはできません。この問題は日露関係も

複雑化させていますが，安倍総理はプーチン大統領と会談を重ね，ウク

ライナ情勢の改善に向けた働きかけを行ってきています。 

  

昨年１１月の北京ＡＰＥＣ首脳会合の際にも両首脳は会談し，今後の

平和条約締結交渉の進め方について率直な意見交換を行うとともに，本

年の適切な時期にプーチン大統領訪日を実現するための準備を開始する

ことで一致しています。 

 

政府としては，今後とも，日露関係全体の発展を図りながら，北方四

島の帰属の問題を解決し，ロシアとの平和条約を締結するよう，腰を据

えて交渉に取り組む決意です。 

 

政府がロシアとの交渉を強力に進めていく上で，北方領土返還要求が

日本国民の総意であることを明確に示し続けることが重要です。北方領

土返還の実現に向け，引き続き国民の皆様の御支援と御協力を賜ります

よう改めてお願い申し上げ，私からの挨拶とさせていただきます。 

 

 

平成２７年２月４日 外務大臣 岸田 文雄 
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決 意 表 明

二 月 七 日 の 「 北 方 領 土 の 日 」 を 迎 え る に あ た り 、 本 日 私 た ち は 日 本

国 民 の 悲 願 で あ る 択 捉 島 、 国 後 島 、 色 丹 島 及 び 歯 舞 群 島 の 返 還 実 現 を

目 指 し 、 「 平 成 二 十 七 年 北 方 領 土 返 還 要 求 大 分 県 民 大 会 」 を 開 催 し ま

し た 。
私 た ち は 、 北 方 領 土 の 祖 国 復 帰 を 実 現 す る 日 ロ 平 和 条 約 を 締 結 す る

こ と に よ り 、 日 本 と ロ シ ア と の 間 に 真 の 平 和 と 信 頼 関 係 を 築 く こ と を

目 ざ し 、 返 還 要 求 運 動 に 取 り 組 ん で 参 り ま し た 。

こ う し た 努 力 の 積 み 重 ね に よ り 日 本 ・ ロ シ ア 両 国 間 に お い て は 、「 東

京 宣 言 」 の 合 意 に 基 づ き 、 さ ま ざ ま な 分 野 で 協 力 関 係 が 促 進 さ れ 、 交

渉 が 進 め ら れ ま し た が 、 未 だ に 平 和 条 約 の 締 結 に 至 っ て お り ま せ ん 。

北 方 領 土 の 返 還 、 平 和 条 約 の 締 結 を 図 る に は 、 大 分 県 民 は も と よ り 、

日 本 国 民 の 機 運 を 更 に 高 め て い く こ と が 重 要 で あ り ま す 。

私 た ち は 本 日 こ の 大 会 の 開 催 に あ た り 、 次 の 通 り 決 意 を 表 明 し ま す 。

一 私 た ち は 、 ロ シ ア に 対 し 、 あ ら ゆ る 機 会 を 通 じ て 、 北 方 四 島 の 返

還 こ そ が 我 が 国 と ロ シ ア と の 新 た な る 友 好 と 信 頼 関 係 を 築 き 、 ひ い

て は 世 界 平 和 に 寄 与 す る も の で あ る こ と を 強 く 訴 え 、 国 際 世 論 の 喚

起 に 努 め ま す 。

一 私 た ち は 、 北 方 四 島 の 返 還 実 現 に 向 け 、 地 域 ・ 職 場 ・ 学 校 ・ 家 庭

な ど あ ら ゆ る 場 と 機 会 を 生 か し て 、 啓 発 活 動 を 行 い ま す 。

一 私 た ち は 、 互 い の 連 携 を 深 め 、 北 方 領 土 返 還 要 求 運 動 の よ り 一 層

の 盛 り 上 げ を 図 り ま す 。

平 成 二 十 七 年 二 月 四 日

北 方 領 土 返 還 要 求 大 分 県 民 大 会
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